
総合経営学科 教授　兼村 智也
株式会社デリカ社長から地域企業のDX化について学ぶ

　1月17日、兼村ゼミ・清水ゼミ（総合経営学科３年
生23名）の「専門研究」では、松本市内の農業機械
メーカーである株式会社デリカの金子孝彦社長よ
り同社のデジタル・トランスフォーメーション（DX）
への取り組みについてのお話しを伺いました。
　業務全体をITで繋げるDX化は、その一体化・同
期化・可視化を進め、業務の効率化、企業の生産
性向上をもたらします。そればかりか、人手不足の
解消や賃金の上昇にもつながり、地域経済にも効
果を及ぼすものとして大きな期待が集まっていま
す。その一方、地域の中小企業のDX化は進んで

いるとは言えない状況にあります。そうしたなか、
一早い取り組みをみせる同社の導入経緯や理由、
具体的な取り組み、それを推進する人材などにつ
いてお話しを伺いました。また学生の方からの質
疑応答にもお答えいただき、企業にとってDX化と
はどのようなことなのか、どのような効果が上がっ
ているのかなど実態に触れることで、その重要性
への理解も深まったものと思います。参加学生の
多くは近い将来、地域企業に就職することになり
ますが、こうした経験を活かし、そこでのDX化推
進に是非、貢献してもらえればと思います。

　本来ならばアウトキャンパス・スタディとして学生
を連れて同社を訪問させていただく予定でした。学
校での読み書きだけではなく、実際に「企業現場」で
見聞きするのは貴重な学習機会となります。しかし、
この２年間、こうしたこともできず、感染状況が収
まってきた今がチャンスと考えておりましたが、
近々の再拡大に伴い、急遽、オンラインでの開催に
なりました。そうした変更がありながら、ご協力いた
だき、また学生にもわかりやすくお話しいただきま
した株式会社デリカ・金子社長にはこの場を借りて
厚く御礼申しあげます。ありがとうございました。

学びの風景 地域とともに学びの風景 地域とともに 地域をフィールドにした
実践的な学びをご紹介します。

　学生が無我夢中で地域活動をするひたむきな姿に頭が下がります。
今年は活動制限が続いたため、そのような場面がなかなか見られずに中
止や延期が繰り返されました。その点では多くの活動がいったん立ち止
まることで所期の目的と在り方を考える年になりました。今はそれも大
切な一年であると受け止めています。『ゆめ』では前例踏襲の活動は行
わずに、毎年自分らしい活
動をすることに拘ってき
ました。学生が活動を始
めると「地域の方々を助け
て役に立ちたい」という気
持ちが強く出ることがあ
ります。ところがそのよう

な「やってあげる」という意識は活動の壁になることが多いのです。そこ
で、「学生はそもそも地域に迷惑をかける存在だ、地域の方々に育てても
らうのだ」という本学の白戸洋教授（観光ホスピタリティ学科）の言葉を
紹介すると学生の意識が変わります。「地域の人たちから教えを請う」そ
のような姿勢で臨むようになると地域から初めて本音が出てきます。
　『ゆめ』の活動には「福祉、平和、食、農業、居場所、子育て」など様々な
視点があります。しかし学生は、地域の中で共に暮らす仲間としての存在
であり支援者ではありません。地域の方々から「怒られたり、相談された
り、心配されたり」そのような場面が見えるようになると、本当の地域活
動が始まります。地域の人々の本音から生まれるつぶやきの中にヒント
がたくさん埋もれています。それを宝として掘り出して磨くことのできる
学生がこれからも巣立つことを願っています。

地域づくり考房『ゆめ』
１年を振り返って ～ 地域の人々のつぶやきを大切に ～

茶房「ひといき」にて学生が地域の方々と談笑

　去る12月20日、本学において「三大学学生交流課題研究会議」検討
準備会が開催されました。あくまでも準備の段階であり、今後本格的
に議論していくものです。札幌大学・鹿児島国際大学は、これまで松本
市（行政）との観光・文化関連の都市協定を継続している地に所在して
いることから、今回、そのネットワークを生かして両大学を紹介してい
ただき、開催が実現しました。
　本会議の構想は、国内の地方大都市に所在する大学との学生同士
による交流や連携の促進を図り、地域的ならびに社会的な多様な課題
に対し、教育研究機関である大学がどのように対応しているのかを学
生の立場で討議し、今後に向けより効果的かつ実践的な方策等を研究
するものです。学生の見識や視野を広める目的を持ち、学生主体の地
域課題探求の機会とするねらいがあります。

学生同士の交流や連携の本格化に向けて
「札幌大学・鹿児島国際大学・松本大学  三大学学生交流課題研究会議」
検討準備会を開催 松本大学 学長 菅谷　昭

地域づくり考房『ゆめ』専門員 大野　整

　三大学が一堂に集まる意味とは、列島縦断という地理的には北と南、
中央に位置し所在地的に大きな違いを持っており、異なる環境の中か
ら共通した地域的、社会的課題を学生が共有することは、広い視野や
多様な見識につながるのではないかと期待するものです。反面、経費
はかかるので一年一回の開催で、持ち回りにより各地で開くなど、具体
的な学生交流の姿まで議論することができました。

基礎から臨床まで、
健康科学領域における幅広い研究
健康科学研究科 副研究科長・スポーツ健康学科 教授 河野 史倫

大学院健康科学研究科修士論文審査発表会

　2021年度修士論文審査発表会が2月15日に開催され、
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3T3-L1脂肪細胞におけるcAMP系による Zhx2 遺伝子の発現誘導機構の解析と標的遺伝子の検索 大学院 健康科学研究科 /健康栄養学科 山田 　一哉
健康寿命延伸に向けた高齢者および百寿者の栄養および健康状態に関する研究 大学院 健康科学研究科 /健康栄養学科 青木 　雄次
衰えない骨格筋をつくるための遅筋化メカニズム追究 大学院 健康科学研究科 /スポーツ健康学科学科 河野 　史倫
新型コロナウイルスを契機としたアジア日系中小企業の「人の現地化」進展の可能性 総合経営学科 兼村 　智也
資本制約および不確実な生産高に基づいたサプライチェーンコーディネーション 総合経営学科 田中 　正敏
次期学習指導要領に向けたスマホアプリプログラミング教材の開発 総合経営学科 室谷 　　心
大学アカデミック・ライティング教育における学習者と大学院生指導者の成長 総合経営学科 宇都 　伸之
戦時期華南占領地における国策会社の活動実態 ―台湾拓殖株式会社の海南島畜産事業を中心に― 総合経営学科 岡﨑 　滋樹
マクロ・プルーデンスの視点に立った資本バッファー 総合経営学科 佐藤 　嘉晃
町内会・自治会活動におけるエージェンシーと自己形成 観光ホスピタリティ学科 松田 　武雄
ELISAによる定量と経口負荷試験による、低アレルゲンリンゴの探索 健康栄養学科 沖嶋 　直子
幼児の足趾圧とアライメントとの関係について スポーツ健康学科 中島 　弘毅
中強度のレジスタンス運動が一過性に呼吸循環器に及ぼす影響 スポーツ健康学科 山本 　　薫
地域民話を取り入れた絵本童話の作成と活用による地方の文化創生 スポーツ健康学科（教職センター） 山﨑 　保寿
松本大学教職センターの充実を目指した教職課程コアカリキュラムと教員育成指標の接続に関する研究開発 スポーツ健康学科（教職センター） 山﨑 　保寿
社会科授業におけるFUMIEテストを用いた児童の女性に対する潜在意識測定 学校教育学科 秋田 　　真
SDGs達成のためのESDに関わる教材の試作・開発 －堤防決壊のメカニズムを学ぶ防災教育教材の開発とその評価－ 学校教育学科 澤柿 　教淳
東アジア４カ国における「偽装数学嫌い」中学生の検出と救出：国際共同研究の企画 学校教育学科 守　 　一雄
ジャグリング体験研修プログラムの改善に向けて 学校教育学科 樋口 　一宗
スピーキング力向上のための指導の在り方（Paraphrasing技法の明示的学習を通して） 学校教育学科 和田 　順一
幼年期におけるわらべうたの教育的効果に関する研究 学校教育学科 安藤 　江里
多世代交流型のコミュニティづくりを通した地域防災活動に関する研究 学校教育学科 大蔵 真由美
小学校第5学年「割合」に関する教科書分析及び児童の実態把握に向けた取組 学校教育学科 佐藤 茂太郎
Developing the Intercultural Sensitivity of Pre-Service Educators by Investigating Orania, South Africa 学校教育学科 Sean Collin Mehmet
高校生における社会的達成目標が学校適応を予測する過程の検討：感情経験に着目して 学校教育学科 海沼 　　亮
小学校初任者教員の国語科文学の授業における実践知構築のプロセス分析 学校教育学科 上月 　康弘
地域における実践的マーケティング活動 松商短期大学部（商学科） 金子 　能呼
主観的健康感と生活習慣－特に運動習慣に注目して－ 松商短期大学部（商学科） 川島 　　均
非営利組織会計における資金会計論の位置づけ 松商短期大学部（商学科） 上田 　　敬
銀行破綻処理法制の考察 松商短期大学部（経営情報学科） 飯塚 　　徹
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地域づくり考房『ゆめ』専門員 大野　整

　三大学が一堂に集まる意味とは、列島縦断という地理的には北と南、
中央に位置し所在地的に大きな違いを持っており、異なる環境の中か
ら共通した地域的、社会的課題を学生が共有することは、広い視野や
多様な見識につながるのではないかと期待するものです。反面、経費
はかかるので一年一回の開催で、持ち回りにより各地で開くなど、具体
的な学生交流の姿まで議論することができました。

基礎から臨床まで、
健康科学領域における幅広い研究
健康科学研究科 副研究科長・スポーツ健康学科 教授 河野 史倫

大学院健康科学研究科修士論文審査発表会

　2021年度修士論文審査発表会が2月15日に開催され、
6名の修了予定者による発表が行われました。細胞やマウ
スを用いた基礎研究から現場における運動・栄養指導を
対象とした臨床研究まで幅広い分野における研究成果の
報告がなされました。本研究科には社会人大学院生の在
籍が多いと言う特徴があります。各専門領域の現場にお
ける疑問や問題点が発表の中で提議されました。現場を
支える専門職の意見や考え方が共有できることは研究
科全体にとって有意義であるとともに、社会人大学院生
には研究で得た学術的見識をそれらの問題解決に今後
活かせることを期待します。発表会全体を通じて、個々の
特徴を捉え活かした介入・支援の重要性を強く感じました。

　2月22、24日の2日間にわたり、第10回教
員研究発表会を開催しました。今年は一つの
会場で、中1日空けた両日午後の開催になり
ましたが、29名のエントリーで30演題の発表
がありました。新しく着任した教員の研究発
表があったり、学内の研究助成とは関係なく
2名の教員からの発表もあり、この研究発表

会への関心の高さが見受けられました。
　本年度は、昨年度と同様に新型コロナウ
イルス感染症の流行のため、学外をフィー
ルドとする研究は遂行上多大な困難があり、
研究を中止せざるを得なかった教員もいま
した。しかし、そのような中でもさまざまな分
野の研究発表が行われ、この研究発表会は

1年間の研鑽の成果を発表
第10回松本大学教員研究発表会

研究推進委員長・教授  増尾　均

発表内容一覧 （順不同）

先生方の1年間の研鑽の成果発表の場とし
て相応しいものになったと思います。
　最後に、この研究発表会の開催に向けて
尽力下さった教職員ならびに大学院生に厚
く御礼申し上げます。

発表者 論文タイトル

島田 まゆみ

土井 麻弓

小板橋 瑶佳

清水 純也

頓所 愛理

吉田 瀬七

Qualitative Research to Support 
Empowerment on Dietary Life for Parents of 
Children with Disabilities at the Child 
Development Support Center

Efficacy of Activity Meter in Late Convalescent 
Phase Cardiac Rehabilitation Program

Analysis of regulatory mechanism of sugar 
metabolic regulatory genes by cAMP signaling 
pathway in 3T3-L1 adipocytes

Exercise-induced H3K27me3,an epigenetic system 
enhancing the gene responses to exercise in 
mouse skeletal muscle

Lifestyles,Eating Behaviors,and Eating Attitudes 
that Affect the Frequency of Vegetable Intake n 
Late Middle-aged Men and Women

Analysis of regulatory mechanism of Zhx family 
gene expressions in 3T3-L1 adipocytes

児童発達支援センターにおける障害のある子
どもの保護者の食に関するエンパワメントを支
援するための質的研究

後期回復期心臓リハビリテーションプログラム
における活動量計の有効性 

3T3-L1脂肪細胞におけるcAMPシグナル系に
よる糖代謝調節遺伝子の発現調節機構の解析

運動誘発性H3K27me3修飾は骨格筋の遺伝
子応答を強化する

壮年期における野菜摂取頻度に影響を与える生活習慣および
食行動・食態度について―質問紙を用いた量的調査と特定保健
指導担当者へのインタビューに基づく計量テキスト分析から―

3T3-L1 脂肪細胞におけるZhx 遺伝
子の発現調節機構の解析

ファミリー
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